
鎌倉まちづくり委員会 

 

 

委 員 長 名：中里 成光              

副 委 員 長 名：久坂 誠治 

委 員 名：木戸 陽成、小泉 雅人、渋谷 美輝、中谷 さえ、松尾 崇、メタ バラッツ 

 

 

１）事業報告 

（Ⅰ）「地域力」を学ぶ事業 

（a）内  容：第 41 回慈善茶会開催の意義、周知、意識高揚を図る事業の開催 

（b）時  期：２００９年２月２０日（金曜日）  ２０：０５～２１：３０ 

（c）開催場所：鎌倉生涯学習センター 第６集会室 

（d）参 加 者：会員３２名 入会希望者２名 

 

（２）「地域力」を高める事業 

（a）内  容：第 41 回慈善茶会の開催 

（b）時  期：２００９年５月２４日（日曜日） ６：００～１８：００ 

（c）開催場所：大仏殿高徳院 

（d）参 加 者：会員３９名、入会希望者 １名、ＯＢ１１名、お客様（茶券）５３７名、松林庵関係者１３

名、淡交会鎌倉支部３５名、淡交会鎌倉支部青年部３８名、鎌倉女子大学茶道部２５名、県

立高校茶道部２５名、鎌倉ユネスコ協会２０名、鎌倉女子大学ボランティア５名、鎌倉てら

こや８名、鎌倉ユナイテッドチルドレン５名、鎌倉女子大鎌倉研究部１５名 合計７７７名 

 

（Ⅲ）茶会後に懇親を深める事業 

（a）内  容： 第４１回慈善茶会後の懇親会 

（b）時  期：２００９年５月２４日（日曜日） １８：３０～２０：３０ 

（c）開催場所：長谷 華正楼 

（d）参 加 者：会員３０名、 ＯＢ１３名、 協働団体関係者 １５名  

 

（Ⅳ）市民に鎌倉の行政やまちの事を知ってもらい「地域力」をつなげていく事業 

（a）内  容： 鎌倉市長選挙ローカルマニフェスト型公開討論会 

（b）時  期：２００９年１０月１５日（木曜日） １９：００～２１：３０ 

（c）開催場所：鎌倉生涯学習センター ホール 

（d）参 加 者：会員３５名、入会希望者１名、ＯＢ１０名、市民１１６名、                 

インターネット配信視聴者数１０８名     

 

 

 



２）委員会報告 

鎌倉まちづくり委員会では、本年よりスタートしたまちづくりテーマ「地域力あふれるまちかまくら」につ

ながる事を目的に一年間の活動をして参りました。 

具体的には第４１回慈善茶会、鎌倉市長選挙の公開討論会を開催し、メンバーだけではなく学生や市民に地

域への関心力、そして自治力を高められる一助となる事業の構築をいたしました。 

第４１回慈善茶会では、茶道部以外の学生にも参加して頂くと同時に、江ノ電の車内広告を用い市民にも慈

善茶会を広くアピールした事により、日本の古き良き伝統文化を通じて鎌倉青年会議所の行うまちづくりを感

じて頂けた事と思います。茶会当日はあいにくの雨となりましたが、メンバー、協働団体関係者の心を込めた

おもてなしにより、多くのお客様にご満足頂けたと考えます。 

 そして１０月に行った鎌倉市長選挙立候補予定者ローカルマニフェスト型公開討論会では、公平中立な立場

で討論会を開催するために注意を払った事で、大きな問題もなく事業を終える事が出来ました。メンバーや多

くの市民の皆様にも、今後の鎌倉の梶を握る立候補予定者のマニフェストを比較する良い機会となったと思い

ます。公開討論会の開催が、青年会議所運動の大きな事業の一つとなる事を意識したホームページ上でのＷＥ

Ｂ配信など新しい取組みを随所に取り入れる事が出来、今後に繋げる事も出来ました。 

 この二つの事業は共に対外的でもあり、委員会メンバーによるカの結集により委員長として最も望んでいた

「最優秀委員会賞」を受賞する事も出来ました。もちろんこれらの事業は全メンバーとＯＢの皆様のご尽力無

くしてはなし得ず、感謝の念でいっぱいです。この様なとても重要な事業をお任せ頂いた、田中理事長をはじ

めとする正副の皆さま、初委員長を常に支えて頂いた鈴木担当副理事長、そして委員会の皆さま、全メンバー

の皆さまに大きな感謝を申し上げ、鎌倉まちづくり委員会の報告とさせて頂きます。一年間本当にありがとう

ございました。 


